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も

略
年
度
粗
鋼
生
産
量
は
急
回
復
し
、
販
売
価
格
も

ア
ッ
プ

（表
①
）。
し
か
し
、
こ
の
大
幅
な
プ
ラ
ス
要

因
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鋼
材
損
益
は
当
初
予
算
並
み

（赤
字
）
に
留
ま
つ
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
は
、
操

業

・
設
備
ト
ラ
ブ
ル
や
品
質
不
良
で
不
良
休
止
時
間

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
す
（表
②
）。

・２
年
上
期
に
、
加
古
川
不
良
休
上
が
増
大
し
た
時
の

損
失
が
約
１
０
０
億
円
。
今
回
も
同
じ
か
、
そ
れ
を

上
回
る
レ
ベ
ル
の
損
失
で
し
ょ
う
。

会
社
は
こ
の
事
態
の
主
原
因
は
、
「経
験

・
習
熟
の

不
足
と
い
う
人
的
問
題
だ
」
と
あ
た
か
も
自
分
た
ち

に
責
任
な
い
か
の
よ
う
な
云
い
方
で
す
。

「も
の
づ
く
リ
カ
」
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
生
命
線

で
あ
る
と
し
て
、
会
社
は
そ
の
強
化
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
高
レ
ベ
ル
の
不
良
休
止
時
間
の
発

生
は
、
そ
の
施
策
が
、
「人
的
問
題
」
の
解
決
に
届
か

ず
、
「も
の
づ
く
り
力
」
が
危
う
く
な

っ
て
い
る
こ
と

を
突
き
付
け
て
い
ま
す
。

（
１
）
左
記
は
、
あ
る
職
場
の
勤
続
年
数
分
布
図
で

す
。　
一
番
頼
り
に
な
る
中
間
層
が
抜
け
て
お
り
、
経

験
の
浅
い
若
い
層
が
多
数
で
す
。
こ
れ
は
１
９
８
０

年
代
、
人
件
費
を
抑
え
る
た
め
に
不
採
用
を
続
け
た
、
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100億円は一人当り雇用コス ト1千万円/年
として、loo人を 10年間雇用できる金額。

表①
12年度 13年度

増減
実紙 見込み

粗鋼生産(万トン) 〕||アップ

張売数量(万トン) 〕%アップ

販売単価(円/kg) 7 2ロアップ

表②不農休止時間

13年上期実績 備考

胸古川 409時間/月 前脚実績から悪化

神戸 191時間/期 前期実績76時間/期

と及
註
曜
育
塾

長
期
的
展
望
に
欠
け
た
人
事
政
策
の
せ
い
で
す
。
若

い
層
を
ど
う
育
て
る
か
？
現
在
、
も
の
づ
く
り
力
に

と
っ
て

一
番
重
要
な
課
題
で
す
。

若
者
を
育
て
る
に
は
、
現
場
で
仕
事
を
通
し
て
教

え
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
基
本
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
仕
事
の

余
裕
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
現
実
は
、
要
員
が
ギ

リ
ギ
リ
で
高
レ
ベ
ル
の
生
産
に
追
わ
れ
、
教
育
ど
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
班
長
は
自
分
が
ま
だ
勉

強
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
と
責
任
を
負
わ
さ
れ

苦
悩
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
若
者
が

一
人
作
業
に
従

事
し
て
い
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
学
べ
ま
せ
ん
。

若
者
が
多
い
現
状
て
は
、
ベ
テ
ラ
ン
が
技
能
教
育

す
る
こ
と
が
、
特
に
大
事
で
す
。
し
か
し
、
再
雇
用

者
は
不
可
欠
の
要
員
に
組
み
込
ま
れ
教
育
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
の
責
任
と
権
限
も
持
た
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
体
力
は
表
え
て
い
る
の
に
負
荷
は
変

わ
ら
ず
、
賃
金
は
半
分
以
下
と
い
う
待
遇
の
た
め
に

辞
め
る
人
が
多
く
て
定
着
し
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の

熟
練
者
を
逃
し
て
い
る
の
で
す
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
設
備
の
点
検
保
守
を
外

注
化
し
た
こ
と
も
大
き
な
問
題
と
な

つ
て
眺
ね
返

っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
設
備
メ
ン
テ
技
術
が
何

年
た

っ
て
も
社
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
せ
ん
。
設
備
室
の

要
員
を
増
や
し
、
管
理
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
転
換

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

図
圏
倒
倒
阿

業
績
主
義
が
は
び
こ
り
、
短
期
の
成
果
を
求
め
て

所
長

・
部
長

・
室
長

へ
の
報
告
が
増
え
、
現
場
の
余

裕
を
奪

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
報
告
す
れ
ば
事
足

れ
り
の
風
潮
が
強
ま
り
、
本
当
の
対
策
に
限
が
届
か

な
く
な

つ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
質
が
も
の
づ
く
り
を

危
う
く
し
て
い
る
の
で
す
。

長
年
だ
亘
る

「人
減
ら
し
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
が
、

「も
の
づ
く
り
」
の
基
盤
を
壊
し
、　
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

以
上
の
損
失
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
現
状
の
姿
で

す
。
働
く
者
、
特
に
若
者
の
願
い
は
、
技
術
を
身
に

着
け
て
成
果
を
あ
げ

一
人
前
に
成
長
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
願
い
に
応
え
、
従
来
の

「人
減
ら
し
優
先
の

生
産
性
向
上
」
か
ら
、
仕
事
の
余
裕
を
つ
く
る
人
員

増
で

「技
術
の
向
上

・
人
間
の
成
長
」
を
柱
に
し
た

働
き
方
に
転
換
す
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が

「も
の
づ

く
り
力
」
向
上
の
近
道
で
す
。
急
が
ば
ま
わ
れ
で
す
。
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２
月
７
日
、
会
社
と
組
合
の
第

一
回
交
渉
で
、
今

年
の
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
組
合
は
、
「賃
金

改
善

（ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
３
５
０
０
円
、
年
間

一
時

金
１
５
０
万
円
」
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
闘
は
、
安
定
し
た
賃
金
を
保
証
す
る
「ベ

ア
に
よ
る
賃
上
げ
」
が
最
大
の
焦
点
に
な

つ
て
い
ま

す
。
物
価
値
上
げ

，
４
月
か
ら
の
消
費
税
ア
ッ
プ

・

各
種
社
会
保
険
料
の
値
上
げ
で
悪
化
し
て
い
る
勤
労

者
の
生
活
の
改
善
の
た
め
、
ま
た
デ
フ
レ
か
ら
脱
却

し
内
需
主
導
の
経
済
循
環
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
国

民
の
懐
を
温
め
る
こ
と
が
急
務
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
要
求
に
対
し
て
、
会
社
は

「グ

ロ
ー
バ
ル
な

企
業
間
競
争
が
熾
烈
を
極
め
る
中
、
固
定
的

・
構
造

的
な
労
務
費
の
増
大
に
繋
が
る
施
策
を
実
施
で
き
る

状
況
に
は
な
い
」
と
否
定
的
で
す
。
　

　

イ

・３
年

１２
月
末
の
内
部
留
保
は
過
去
最
高
の
０８
年

末
を
２
０
０
億
円
上
回
る
４
７
５
５
億
円
で
す
。
神

鋼
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
は
約
４
２
３
０
０
人

（臨
時

の
方
含
む
）
で
す
の
で
、
ベ
ア
に
必
要
な
金
額
は
年

間
約
１
８
億
円
。
増
加
分
２
０
０
億
円
の
活
用
だ
け

で
、
ベ
ア
も

一
時
金
の
増
額
も
可
能
で
す
。

会
社
は
常
々
、
「も
の
づ
く
り
力
」
こ
そ
が
企
業
発

展
の
カ
ギ
と
云
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る

の
は

「人
間
力
」
で
す
。
「人
間
力
」
を
維
持
発
展
さ

せ
、
力
と
意
欲
の
あ
る
若
者
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に

も
、
長
期
安
定
的
な
一展
用
と
生
活
で
き
る
賃
金
が
不

可
欠
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

い
ま
ベ
ア
に
踏
み
切
る
べ
き
で
す
。

″
ぬ
篭
Ｔ
蘇
，お
湖
いを

神
鋼
に
限
ら
ず
、
ど
の
大
企
業
経
営
者
も

「経
済

の
た
め
に
は
、
日
本
中
の
賃
金
が
上
が
っ
て
ほ
し
い

が
、
自
社
だ
け
は
上
げ
た
く
な
い
」
と
い
う
の
が
本

音
で
す
。
こ
の
利
己
的
な
考
え
を
打
ち
破

っ
て
賃
上

げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
自
分
の
会
社
相
手
の
狭

い
聞
い
で
は
不
十
分
で
す
。
日
本
全
体
の
労
働
者
の

団
結
で
闘
う
と
い
う
広
い
視
野
が
不
可
欠
で
す
。

非
正
規
雇
用
が
４
割
を
超
え
、
日
本
社
会
の
格
差

と
貧
困
の
改
善
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。
今
ま
た
安

倍
政
権
の
下
で
非
正
規
雇
用
を
増
や
す
等
の
雇
用
法

制
の
改
悪
や
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
日
本
社
会
の
健
全

な
発
展
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
労
働
法
制
の
改
悪
反
対
、

社
会
保
障
の
充
実
、
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
の
賃
上
げ

の
た
め
の
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど
も
春

闘
の
重
要
な
課
題
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
組
合
が
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
も
強
く
求
め
ま
す
。

10年 間の神鋼連結会社 「内部留保」の推移
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猫
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未
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二
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尽

迷
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猫
い
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し
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恋
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猫
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な
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猫
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恋
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な
り
ゆ
き
わ
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ら
ず
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内部留保=資 本剰余金十利益乗J余金十各種引当金 (除く従業員賞与手当)

(定期昇給とベアの違い)

○定期昇給とは、年齢と社員

段階によって給料があがる

こと。例 ;30才 の人が 31才

になると31才 の給料になる

○ベースアップとは給料の

水準そのものがあがること。

例;30才 A万 円だつたのを、

(Att α)万 にすること。神

鋼は 2001年 の 1000円 アッ
プを最後にベアなしである。


